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　私たちの暮らす世界は今、地球環境問題や人口問題、頻発する自然災害など、多くの課題に直面すると
同時に、テクノロジーの進歩やグローバル化の進展によって、急速に変化しています。このような時代におい
て、地理を学ぶことは、異文化を理解し、多様な価値観を尊重する力を育むとともに、世界の動向を的確に
とらえ、地域や地球規模の課題の解決策を見いだす力を養うために欠かせません。また、自然災害のリス
クを認識し、防災・減災に向けた適切な行動をとる力を身につけることにもつながります。
　私たち執筆陣は、高校生にこのような「地理を学ぶ意義」を実感してほしいと考えています。そこで本書
は、2部1章の「生活文化」単元にまとまったページ数を割くとともに、系統地理と各地の地域事例を幅広く
掲載し、世界の今を多面的・多角的かつ総合的にとらえられるようにしました。また、特設ページ「アクティ
ブ」を新設し、地理的な諸課題に主体的に取り組めるようにしました。さらに、全編に置かれた豊富な資料
とその読み解きを通じて、地理的な見方・考え方や技能が自然と身につくよう工夫しました。
　この教科書で学ぶことにより、生徒たちにはグローバル化する予測困難な国際社会を主体的に生きる
ために必要な資質・能力をつちかい、未来を切りひらいていってほしいと願っています。

『高等学校 新地理総合』に込めた想い
地理的な諸課題に対し、主体的に学べる教科書を目指して
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3巻頭

地理学習の基礎から発展まで全体
構成

系統地理的な学習項
目の　　 の後に、選
択した地域について
主題を軸にして追究
できる 　　　　 を 
設置しています。

概論

選択事例

　地理の学習で必要となる基礎的な技能が身につくようにしています。

概 

論
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択
事
例

概 

論

概
　
論

概
　
論

選
択
事
例

概 

論

選
択
事
例

1部 1章
地図やGISの基本的
な使い方から、GISを
利用した地域分析ま
で段階的に学べるよ
うにしています。

1 部 2 章
現代世界の結びつき
を多様な地図から考
察できるようにしてい
ます。

2 部 1 章
世界各地の生活文化
の特色を学ぶことで、
国際理解を育めるよ
うにしています。

●「生活文化」単元において、地形や気候など地理学習の基礎とな
る系統地理的な学習項目や、世界各地の現在の生活文化が学べる
地域事例を引き続き充実させています。
●「地球的課題」単元や「防災」単元でも複数の具体事例を比較し
ながら、課題の解決策を多角的に考察できるようにしました。

▲ 巻頭3-p.1
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学べる構成
●令和4年度版教科書から全体のページ数を増減することなく、地理的な課題の解決に
向けて探究できる特設「アクティブ」を全7テーマ（14ページ）新設しました。� �
（➡本資料p.18-19、26-27、32-33）
●選択的に扱うことができる「アクティブ」や「選択事例」により、授業時間数に応じた進
度調整がしやすくなるように改善しました。

アクティブ 　社会のさまざまな課題に向き合い、解決に向けて協働的に取り組めるようにしています。

選
択
事
例

2部 2章
地球的課題について、
複数の具体事例を比
較しながら考察できる
ようにしています。

3 部 1 章
防災について、災害発
生のメカニズムから対
策まで学べるようにし
ています。

3 部 2 章
地域調査の手法を丁
寧に学べるようにして
います。
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節の主題

節の見通しを立
てる問いを設け
ています。

Q

迫力ある導入資
料とその資料を
考察するための
問いを設けてい
ます。

学習課題
見開きの見通し
を立てる問いを
設けています。

側注に用語解説
を設け、本文を
理解しやすくし
ています。
＊側注の用語解説は、す
べてQRコンテンツにも
収録しています。

中学校との関連

見開きの重要語句のうち、中学校の地理で
学習している語句を示しています。

学びやすく、理解が深見開き
構成

●判型をワイドなAB判として、写真や地図、グラフ、コラムなど豊富な資料
を効果的に配置することで、視覚的に理解しやすい見開きにしています。
●原則1見開き1時限を想定して構成しているため、授業の進度調整が
しやすくなっています。
●本文は因果関係や背景がわかるよう丁寧に記述しています。（➡本資料p.14-15）

▶ p.46-47
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本文内に図番号
を表記し、資料
活用を促してい
ます。

地図帳活用

地図帳を効果的に活用するための
コーナーを設けています。

各種ワークシー
ト、動画、外部リ
ンクなどが閲覧
できるQRコー
ドを設けていま
す。

読み解き

資料の読み解き
を促す問いを設
けています。

確認

本文や図表から
基礎的な内容を
確認する振り返
りの問いを設け
ています。

説明

「学習課題」に関連した内容を、自身の言葉
で説明する振り返りの問いを設けています。

節の振り返り学習課題 確認 説明Q節の主題

その節の学習事項に
基づく課題。

その見開きの資料
や本文を考察して
いくための課題。

見開きの導入資料 
を考察するための 
問い。

見開きの学習内容を振り返る問
い。本文や図表から基礎的な内
容を確認する「確認」と自身の言
葉で説明する「説明」。

その節で学習したことを
生かして、自身の考えを
まとめたり、表現したり
する問い。

見通し 振り返り
＊ ＊

学習の見通し・振り返り ＊ 2 部 1 章の選択事例では、「事例の主題」と「事例の振り返り」

まる見開き構成
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▼ p.80

地理的な見方・考え方を働か見開き
構成

導入資料を考察するための問い「Q」

●各見開きに導入資料とその資料を考察するための問い「Q」を� �
新設しました。生徒の興味・関心を引き出しやすい資料や問いに� �
なるよう工夫しています。

導入資料の「Q」は、「なぜだろう？」という疑問をもたせることで、生徒が主体的に学習に取り組めること
を目的としています。また、「Q」の問いは、地理的な見方・考え方を働かせられるようにしています。

1

「Q」に対する答えは、そ
の授業時間、その見開き
のなかで導き出せるよう
にしています。ここでは、
沿岸部と内陸部の気候の
違いや、イギリス人の入植
の歴史から「Q」の問いに
回答できます。

2
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◀ p.129

◀ �新詳高等地図 
p.51-52
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※各国・地域の長方
　形の大きさは人口
　を表している。

1人1日あたりカロリー供給量（国・地域別）－2020年－
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2.5％未満
栄養不足人口の割合－2021～2023年平均値－
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ソマリア51.3％
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1000万ドル未満
食料支援を受けている国・地域－2023年－
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国連WFPへの
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30％以上
20～30 資料なし

5％未満
18歳以上のBMI指数30％以上の人口割合－2022年－

（最高）
トンガ71.7％

（最低）
ベトナム2.0％

アメリカ合衆国42.0％

エチオピア2.8％

マダガスカル4.3％

日本5.5％
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50％未満
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0.5％
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事
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系

家
庭
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過剰除去
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直接廃棄

食品卸売業 2.5
食品小売業

外食産業

食品製造業6.4

19.8

19.9
11.2

16.9

23.3
%

53.9%

46.1

〔農林水産省・環境省資料〕

－2021年－

遺伝子組み換え
作物の栽培面積
（万ha）

〔ISAAA資料〕

遺伝子組み換
え作物の導入
国・地域

各国・地域で栽培している
おもな遺伝子組み換え作物
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－2019年－

地球の水量 13億8485万㎞3

陸水量 3598.7万㎞3
海水 97.4%

氷河 76.4% 地下水
22.8

陸水 2.6

その他
0.21

湖水・河川水 0.59

大気中
の水
0.001

〔理科年表 2025〕
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1人あたりの年間水使用量－2020年－
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トルクメニスタン4351ｍ3
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30～50
10～30

70人以上
50～70 資料なし

10人未満
1000人あたりの乳幼児死亡数＊－2022年－

1.0人未満

10000人あたりの
医師数
－おもに2022年－

（最高）
ニジェール117人

スウェーデン2人

ナイジェリア107人

日本2人

＊出生児1000人
のうち、5歳未
満で亡くなる
子どもの数

※地図中の数値は
1000人あたりの
乳幼児死亡数
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〔ヴィンケル図法〕

（国・地域別）〔WHO資料〕
70～80
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90％以上
80～90 50％未満

50～60 資料
なし＊

15歳以上の人口に対する識字人口の割合－おもに2022年－

（最低）
チャド27％

マラウイ68％

ケニア83％ アフガニスタン37％
＊識字率が99％以上と
推定される国などで
は、調査が行われて
いない。

3000ｋｍ0

〔ヴィンケル図法〕

（国・地域別）〔World Bank資料〕

10～25
1～10

50％以上
25～50 資料なし

1％未満
1日2.15ドル未満で生活する人口割合－おもに2022年－

（最高）
マダガスカル80.7％ 

モザンビーク74.5％ 

コンゴ民主共和国78.9％

〔World Bank資料〕
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（国・地域別）
0.6～0.7
0.5～0.6

0.8以上
0.7～0.8 資料なし

0.5未満
人間開発指数（HDI）－2022年－

（最高）
スイス0.97

（最低）
ソマリア0.38

日本0.92

＊人間開発指数（HDI）
とは健康・教育・
所得の3つの指標か
ら求められた、国
の発展レベルを表
す数値。0～1で表す。

〔国連開発計画資料〕

3000ｋｍ0

〔ヴィンケル図法〕

（国・地域別）

1 カロリー供給量 2 食料生産と人口の推移

7 おもな国における農水産物の自給率 10 遺伝子組み換え作物

9 日本の食品ロス

3 ハンガーマップ

5 成人肥満率

4 国連WFPによる食料支援

6 穀物自給率

11 地球上の水

14 乳幼児死亡率と医師数

16 貧困

15 識字率

17 人間開発指数（HDI）＊

12 おもな国の水使用量 13 1 人あたりの年間水使用量

世界には飢
き
餓
が
と飽食の地域格差がある。栄養不足

の人が多い地域はどのような地域だろうか、割合
や数を①・③図から読み取ろう。一方、肥満率が高い国
はどのような国だろうか、⑤図から読み取ろう。

読図読図
59

SDGsは、「誰ひとり取り残
さない」という理念の下、

世界中の人々が幸せに暮らすことを
目標にしている。⑰図の人間開発指
数（HDI）は、これを数値化したも
のである。HDI が低い国は、どの
ような課題があるだろうか、③～⑯
の世界図から課題を考えよう。

4

8 日本の食料自給率 ※重量ベース。

主
題
図

主
題
図

154世界の食料問題、健康、教育

食料の資料

153

◀ p.167

◀ �新詳高等地図 
p.153-154

地図帳活用

せるよう改良した「Q」、「地図帳活用」

鳥瞰図で地形
の起伏や地域
の特徴的なイラ
ストを確認する
ことで、自然環
境や生活文化
など地域の特
色を大観するこ
とができます。

3

主題図から各国
の穀物自給率の
傾向を読み取る
ことができます。
さらに、同縮尺
で示されたほか
の主題図と比較
することで、分
布の特徴や事
象間の関連性を
考察できます。

4

●授業や自学自習の際に使いやすい 「地図帳活用」を56か所見開きの右下に設置しています。
●一般図、鳥瞰図、主題図、統計資料など豊富な資料が掲載されている地図帳との連携を図ることで、
位置や分布、他地域との結びつきなどを地図上でとらえ、深い学びにつながるようにしています。
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▼ p.60-61

系統地理と地域事例で構成した
充実した系統地理により、基礎学習から大学

特色
①

●地形や気候、言語・宗教、歴史的背景、産業といった系統地理的な学習項目が充実しており、
地理学習の基礎となる知識を着実に習得することができます。
●豊富な資料の読み取りを通して、地理的な見方・考え方を働かせられるようにしています。

大気大循環を示す図 1や、風が吹くしくみを示す図 4のように、模式図を掲載しています。また、大気
大循環については、動画を新しく用意し、気候のメカニズムが視覚的に理解できるようにしました。

1

全
体
構
成

特
色
①

特
色
③

特
色
②

特
色
④

コ
ン
テ
ン
ツ

関
連
教
材

見
開
き
構
成

11

1 節　世界の地形と人々の生活  46
　1　生活の舞台となる地形 � 46
　2　大地形と人々の生活 � 48
　3　河川がつくる地形と人々の生活 � 50
　4　海岸の地形と人々の生活 � 52
　5　氷河地形・乾燥地形・カルスト地形と人々の生活 � 54
 SKILL 8  地形図の利用－小地形と土地利用－ � 56
 SKILL 9  空中写真の利用 � 57

2 節　世界の気候と人々の生活  58
　1　気温・降水量と人々の生活 � 58
　2　大気大循環と人々の生活 � 60
　3　世界の植生と気候分布 � 62
 SKILL 10  雨温図・ハイサーグラフの見方  64
 SKILL 11  写真の読み取り方－気候－  65

　4　熱帯の生活  66
　5　乾燥帯の生活  68
　6　温帯の生活  70
　7　亜寒帯・寒帯の生活  72
 SKILL 12  写真の読み取り方－生活文化－ � 74

3 節　世界の言語・宗教と人々の生活  84
　1　世界の言語と人々の生活文化  84
　2　世界の宗教と人々の生活文化  86
4 節　歴史的背景と人々の生活  96
　1　歴史的背景が人々の生活に与える影響 � 96
5 節　世界の産業と人々の生活  110
　1　人々の生活を支える農業の発展  110
　2　人々の生活を支える工業の発展 � 112
　3　産業のグローバル化と人々の生活 � 114

「生活文化」
入試まで対応

大学入試でも出題されやすいエル
ニーニョ現象といった発展的な内容
をコラムで取り上げることで、大学
入試や地理探究を見据えた学習が
できるようにしています。

2
同じ場所でも撮影された時期が異なったり、同じ時期で
あっても場所が異なったりする写真を随所に掲載していま
す。複数の写真の比較から、さまざまな疑問がうまれ、生徒
が興味・関心をもって、地域の特徴や景観の変化を考察で
きるようにしています。

3

●「生活文化」単元に設けた系統地理的な学習項目

●比較ができる写真　掲載ページの例

ページ テーマ
p.7 5 北極圏に位置する街の夏と冬の様子
p.58 1  2 熱い地域と寒い地域の市場
p.61 6  7 雨季と乾季のサバナ
p.76 1  2 雨季と乾季のトンレサップ湖
p.122 1 シェンチェン（深圳）の変化
p.140 1 アマゾン川流域の熱帯林の伐採
p.142 1 後退する氷河
p.176 1 ドックランズの再開発の様子
p.204 1  2 土石流とその後被災地に建設された砂防ダム
p.213 6 東日本大震災の津波で被災した田老地区の復興の様子
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系統地理と地域事例で構成した
地域事例は、主題を軸に掘り下げる展開に

特色
①

●自然環境、言語・宗教、歴史的背景、産業などの視点
から生活文化の学習を深められる地域事例を世界
の主要な10の国と地域で構成し、選択的に学べるよ
うにしています。
●地域事例は、生活文化に関する主題を軸に、地域の
伝統的な生活とその変化の実態を把握できる展開
になるよう改善しました。

伝統的なイスラームを中心とした生活文化が、石
油収入による経済発展や国際化への対応により、
変化している様子を描いています。

1

▼ p.88-89 ▶ p.90-91

全
体
構
成

特
色
①

特
色
③

特
色
②

特
色
④

コ
ン
テ
ン
ツ

関
連
教
材

見
開
き
構
成

13

「生活文化」
改善

「Q」は、人口ピラミッ
ドや写真、地図など
から多角的な考察を
促しています。

2

主題（イスラーム）と
直接的には結びつき
にくい地域の重要事
項（石油資源や灌漑
農業など）はコラムや
他ページに移し、地域
事例の分量を削減し
ました。

3

●「生活文化」単元で事例を取り上げた国・地域と主題（全 10地域）

ページ 国・地域 主題

p.76-79 東南アジア モンスーンの影響を受ける地域での生活

p.80-83 オセアニア 多様な自然環境から影響を受ける人々の生活

p.88-91 中央アジア・西アジア・北アフリカ イスラームと人々の生活

p.92-95 インド ヒンドゥー教と人々の生活

p.98-101 ラテンアメリカ 結びつきの歴史と人々の生活

p.102-105 サハラ以南アフリカ 植民地支配の歴史と人々の生活

p.106-109 ロシア 国家体制の変化と人々の生活

p.116-121 アメリカ合衆国 人々の生活を支える産業とグローバルな結びつき

p.122-127 東アジア 経済成長による人々の生活の変化

p.128-133 ヨーロッパ 環境に配慮した産業と人々の生活



14

系統地理と地域事例で構成した
臨場感ある写真と因果関係がわかる本文記

特色
①

●人々の暮らしが見える臨場感ある写真を厳選して、掲載しています。
●地理的事象の因果関係や背景がわかる本文記述によって、地理的な見方・考え方を働かせ
た学習ができるようにしています。

導入資料は、景
観と衣食住のよ
うに、写真の役
割を明確にする
ことで、気候と生
活文化の関係性
を読み解きやす
くしています。

1

イタリアの気候
と人々の生活の
因果関係がわか
る本文記述にし
ています。

2

写真と本文を連
動させることで、
人々の生活がイ
メージできるよ
うにしています。

3

▼ p.70-71

全
体
構
成

特
色
①

特
色
③

特
色
②

特
色
④

コ
ン
テ
ン
ツ

関
連
教
材

見
開
き
構
成

15

▲ p.68-69

景観写真

衣食住の写真

分布図

雨温図

「生活文化」
述

p.66-73の各気候帯のレイアウトは、
写真や分布図、雨温図といった資料
の配置を固定しています。比較しや
すいレイアウトにより、気候・植生と
人々の生活との関わりや、各気候帯
の違いを考察しやすくしています。

4

各気候の説明を
（1）～（4）と区
分けし、生徒が
理解しやすい本
文の構成にして
います。

5

各気候の本文の
構成を、分布→
気温と降水量→
農業の順に統一
することで、特徴
を整理しやすく
しています。

6



16

授業
展開例

2部 1章 2節 選択事例　自然①東南アジア
1．モンスーンの影響と人々の生活

授業　
展開例「生活文化」単元

導入資料の写真 1、2は、雨
季と乾季のトンレサップ湖の
同じ場所の写真を掲載し、湖
の水位の変化など比較して
考察できるようにしています。

1

帝国書院の社員が取材し撮
影した、人々の暮らしや地
域の様子の写真を掲載して
います。

3

　
導入
導入の「Q」の問い「トンレサップ湖周辺で、高床住
居がみられるのはなぜだろうか。」について考えさ
せる。その際、写真 1と2を比較しながら、自身の
考えをまとめさせ、グループで意見交換をさせる。
学習課題を確認し、季節風（モンスーン）が東南ア
ジアの人々の生活に与えている影響について学ぶ
ことを予告する。

min
10 展開1

「東南アジアで雨季と乾季の降水量の違いが
大きいのは、どういった地域だろうか。」と問
いかけ、図 3の地図や図 5の雨温図をもと
に地図上で特徴的な地域を見つけさせる。
季節風（モンスーン）が人々の生活に与える
影響を考えさせて、生徒の意見を黒板にまと
める。

自社撮影

min
15

図 3 、写真 4 、図 5 のよう
に導入写真と関連する複数
の資料を掲載しています。
高床住居がみられる要因や
人々の生活への影響を多面
的・多角的に考察すること
で、地理的な見方・考え方
が養えるようにしています。

2

▼ p.76-77
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地図や雨温図は、見やすい
配色で、生徒が読み取りや
すいよう工夫しています。

4

季節風を利用した海上交易
と、東南アジアにおける宗
教の伝播の因果関係を丁寧
に記述しています。

5

展開2
図 6や図 7の地図を参照させて、東南アジアでイスラー
ムや仏教が広まった背景を、季節風（モンスーン）を利用し
た海上交易と結びつけて説明する。その際、現在インドネ
シアが世界最大のムスリム人口をもつ国であることや、大
陸部の国で仏教徒が多いことを確認させる。
また、海上交易や植民地化の歴史を通して、東南アジアの
国々が多民族国家となったことを解説する。

まとめ
「確認」の問いに取り組ませる。解答を確認し、「説明」の
問いに取り組ませ、見通し・振り返りシートに記入させる。
教員は、季節風（モンスーン）が人々の生活に与えた影響
を衣食住や宗教、民族など、複数の観点からまとめる。
最後に次回は、東南アジアの気候を生かした農業につ
いて学習することを予告する。

自社撮影

min
20

min
5

●「生活文化」単元では、地形や気候、歴史的背景、産業などの地理的環境を学んだ後に、それら
の影響を受けて形成された生活文化の具体例を地域事例として扱っています。この見開きで
は、モンスーンの影響を受けて形成された東南アジアの人々の生活文化を学習します。
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課題解決に向けての学びができ
地理的な課題の解決に向けて探究できる

特色
②

●唯一の正解が見いだしにくい地理的な課題に向き合い、解決に向けて探究する力を� �
養う特設「アクティブ」を「地球的課題」単元で4テーマ（8ページ）新設しました。
●問いの流れは、資料をもとに自分なりの考えをまとめる→意見交換をして視野を広げる→自分の考えを
見直す、といった構成にし、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を目指しました。
●観点別評価の「思考・判断・表現」や「主体的に学習に取り組む態度」を見取れるよう
にしています。

メインタイトルを
疑問形の発問と
することで、生徒
が関心をもって
取り組めるよう
にしています。

1

立場や意見が異
なる6か国を取り
上げており、各
国の足並みがそ
ろわない理由を
考察できるよう
にしています。

2

各国の経済状況
や二酸化炭素排
出状況に関する
データを豊富に
掲載しており、現
状を多角的にと
らえることがで
きるようにして
います。

3

▼ p.146-147
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る「地球的課題」
「アクティブ」

生徒が統計デー
タをグラフや思
考ツールで整理
する作業を通し
て、データを分析
する技能や、表現
する力を養うこ
とができるよう
にしています。

4

STEP3では、
「思考・判断・表
現」を評価しや
すい問いを設定
しています。

5

最後のSTEPを、
自身の考えやそ
の変化を振り返
る活動にするこ
とで、「主体的に
学習に取り組む
態度（特にみず
からの学びを調
整できる力）」を
評価できるよう
にしています。

6

●特設「アクティブ」のテーマ一覧（全 7テーマ）

ページ テーマ

p.24-25 テーマパークをどこにつくる？

p.146-147 二酸化炭素をどう削減する？

p.156-157 日本にとって最適な電源構成は？

p.170-171 慢性的な飢餓をなくすには？

ページ テーマ

p.180-181 地球的課題をどう解決する？

p.208-209 自然災害に強い土地利用は？

p.214-215 災害発生！どちらを選ぶ？
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課題解決に向けての学びができ
地球的課題の各項目に日本の事例を新設

特色
②

●発展途上国と先進国など、立場や環境の異なる複数の具体事例を掲載しています。
●地球的課題の各項目で、日本の事例を新設しました。他国の地球的課題の解決に向けた取
り組みと比較することで、地域性を踏まえて、日本における地球的課題の解決の方向性を考
察することができます。

バイオエタノールに力を入れるブラジルと、洋上風力発電に力を
入れるデンマークを比較しています。他国の事例と比較すること
で、日本のエネルギー問題の解決策を多角的に考察できます。

1

▼ p.152-153
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る「地球的課題」

日本の事例を新設しました。大規模集中型発電と
小規模分散型発電といったように、近年注目されて
いる新しい知見を反映しています。

3

本文の理解を深める写真、地図、
グラフといった資料を、該当のペ
ージに効果的に配置しています。

2 ●日本の事例のテーマ一覧（全 5テーマ）

ページ テーマ

p.144 日本の地球温暖化対策

p.154 日本のエネルギー問題

p.164 日本の人口問題

p.169 日本の食料問題

p.177 日本の都市・居住問題

▼ p.154
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授業
展開例

2部 2章 3節 人口問題
2．発展途上国の人口問題

授業　
展開例「地球的課題」単元

　
導入
導入の「Q」の問い「ニジェールのような発展途上国で、
富士山型の人口ピラミッドの国が多いのはなぜだろう
か。」について考えさせる。その際、写真 1や図 2～ 4
といった複数の資料の関連性に注目しながら、自身の
考えをまとめさせ、グループで意見交換をさせる。
学習課題を確認し、発展途上国で起きている人口問題
とその対策について学ぶことを予告する。

展開1
「合計特殊出生率と乳幼児死亡率が
高い地域は、それぞれどのような地
域だろうか。」と問いかけ、地図から
共通する傾向を読み取らせる。
次に、発展途上国で起きている人口
増加の背景とその課題を考えさせ
て、生徒の意見を黒板にまとめる。

導入資料の写真 1、図 2～
4はすべて関連した資料に
なっています。生徒が豊富な
資料から考察することで、思
考力・判断力を養えます。

1

ニジェールなどの事例を通
じて、生徒が具体的なイメー
ジをもちながら、発展途上国
の人口問題を学ぶことがで
きます。

2

発展途上国で人口が増加し
ている背景とその課題につ
いて丁寧に記述し、因果関係
をとらえやすくしています。

3

min
10

min
15

▼ p.160-161
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展開2
図 6から、現在の人口の
上位国を生徒に確認さ
せる。次に、2050年に
かけて、これから人口が
増える国とその特徴を
読み解かせる。

展開3
現在人口が1位になったインド
での人口増加を抑制する取り組
みについて、解説する。
発展途上国の人口問題への対
策として、ほかに何ができるか
を生徒に考えさせて、グループ
になり意見交換をさせる。

まとめ
「確認」の問いに取り組ませる。解答を
確認し、「説明」の問いに取り組ませ、見
通し・振り返りシートに記入させる。教員
は、発展途上国で起きている人口問題と
その対策についてまとめる。
最後に次回は、先進国の人口問題とその
対策について学習することを予告する。

図 6では2023年と2050年
を比較することで、現在と
将来の人口の変化が視覚的
に理解できるようになって
います。インドやナイジェリ
アといった将来人口が大幅
に増加する国と、中国や日
本のように人口が減少する
国の今後の政策を考えさせ
ることにつながります。

4

ニジェールとインドを、人口
ピラミッドや本文から比較
することで、共通点や相違
点を考察できます。

5

min
5

min
5

min
15

●「地球的課題」単元では、地球環境問題、資源・エネルギー問題、人口問題、食料問題、都
市・居住問題を主に扱っています。各課題では、世界の概要とともに、発展途上国・先進国・
日本の事例を意識して取り上げています。この見開きでは、発展途上国の人口問題について
ニジェールやインドの事例を取り扱っています。
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みずから考え行動につながる「防
災害発生のメカニズムがとらえやすい模式

特色
③

●ビジュアルな模式図と丁寧な解説文で、地震や津波、火山の噴火、台風、線状降水帯など災
害発生のメカニズムを視覚的に理解できるようにしています。

●近年、増加している線状降水帯など気象災害に関する模式図を刷新しました。

海溝型地震と
直下型地震を
比較すること
で、それぞれの
地震が発生す
るしくみや特
性の違いを理
解できるよう
にしています。

1

迫力ある模式
図によって、津
波発生のメカ
ニズムを視覚
的に理解できる
ようにしていま
す。

2

▼ p.194
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災」
図と解説

段階ごとに描い
たビジュアルな
模式図で、線状
降水帯が発生
するしくみを視
覚的に理解でき
るようにしてい
ます。

3

●「防災」単元の模式図一覧（全 11図）
ページ タイトル
p.190�2 主な地震の震源の深さ

� 1
p.194�2
� 4

海溝型地震のしくみ
直下型地震のしくみ
津波のしくみ

ページ タイトル
p.196�2 火山の恵みと火山災害

p.200�1� 4
噴火のしくみ
カルデラの形成

ページ タイトル
p.202�2 さまざまな気象災害
p.204�3 気象災害への対策

p.206�1� 3
台風の模式図
線状降水帯の模式図

◀ p.206
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みずから考え行動につながる「防
地図を活用して、災害リスクと防災を考察

特色
③

●唯一の正解が見いだしにくい地理的な課題に向き合い、解決に向けて探究する力を
養う特設「アクティブ」を「防災」単元で2テーマ（4ページ）新設しました。

新旧の地形図を
読み取りやすい
大きさで掲載し
ています。

1

新旧の地形図を
比較した際に、
河川改修や、盛
土・切土による宅
地造成など、読
み取れる要素が
多い地域を選定
しています。

2

STEP1～4で
は、地形図から
考察を深めるこ
とで、思考力・判
断力・表現力を
養うことができ
ます。

3

▼ p.208-209
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災」
する「アクティブ」

●新旧の地形図やハザードマップといった地図を活用して、災害が起きやすい地域とその災害
への対策を考察できるようにしています。

●地形図から災害リスクを読み取るという実践的な活動を通じて、日常生活においても地形
図やハザードマップなどを読図できる技能が身につきます。

●災害発生時にとる行動や、災害に強いまちづくりについて、協働的に考えることができます。

STEP4では、自
然災害のリスク
を踏まえて病院
の立地を考察す
る問いを入れて
います。STEP1
～4と段階的に
学ぶことで、唯一
の正解のない問
いに対しても、無
理なく取り組め
ます。

4

最後のSTEPに、
協働的な作業を
取り入れ、防災
意識を高め合え
るようにしてい
ます。

5
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みずから考え行動につながる「防
新しい知見や最新情勢を反映

特色
③

●近年甚大化する災害の最新情勢を踏まえて、取り上げる事例や記述内容を刷新しました。
●都市部と過疎地域の災害対策の違いや、災害発生後の復旧・復興のフェーズに焦点をあてた
ページを新設し、地域の特性を踏まえた災害対策がより深く理解できるようにしました。
●「災害レジリエンス」や「復興ツーリズム」など新しい知見を反映し、生徒が持続可能な地域
づくりを進めていくための新たな視点を獲得できるようにしました。

近い将来発生
すると予測され
ている南海トラ
フ地震をコラ
ムで取り上げ
ています。「南
海トラフ地震
臨時情報」につ
いても、紹介し
ています。

1

能登半島地震
など、新しい事
例を取り上げ
ています。

2

人口が集中す
る都市部と、高
齢化が進む過
疎地域の災害
対策の違いを
わかりやすく記
述しています。

3

▼ p.211
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災」

能登半島地震、
北海道胆振東
部地震、熊本地
震、東日本大震
災のように、近
年発生した複
数の事例を取り
上げています。

4

東日本大震災
の被災前、被災
時、復興後の3
枚の写真を比
較して、復興に
よる町の変化
をとらえられ
るようにして
います。

5

災害レジリエン
スや、復興ツー
リズムといった
新しい知見を
取り入れてい
ます。

6

●新しい知見や最新情勢を反映した例
ページ テーマ
p.29 国際海峡
p.39 デジタル田園都市国家構想
p.39 テレワーク、ワーケーション

p.40-41 インバウンド、
オーバーツーリズム

p.42 新型コロナウイルス感染症

ページ テーマ
p.89 パレスチナ問題
p.114 ファブレス企業
p.118 人工知能（AI）、生成AI

p.125 中国の電気自動車、
再生可能エネルギー

p.154 小規模分散型発電

ページ テーマ
p.182 ウクライナ侵攻
p.184-185 ハザード、脆弱性、曝露
p.189、206 線状降水帯

p.211 南海トラフ地震臨時情報、
能登半島地震

p.213 災害レジリエンス、復興ツーリズム

◀ p.213
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授業
展開例

3部 1章 4節 気象災害と防災
1．さまざまな気象災害

授業　
展開例「防災」単元

イラストから、気象災害が
起きやすい場所の特徴を、
地形と結びつけて考察でき
ます。

1

イメージがしにくい高潮に
ついては、そのメカニズム
を動画で解説しています。

3

p.204図 3には、p.202図 2
と同じ構図で描かれた「気象
災害への対策」のイラストが
あり、比較して見ることで理
解を深めることができます。

2

展開1
気象災害の種類（土砂災害、洪水、高潮など）を
生徒に挙げさせて、黒板にまとめる。次に、そ
れぞれの気象災害が発生しやすい場所につ
いても同様に生徒に問いかけて、板書する。
その後、生徒の回答にはなかった気象災害を
教員が解説する。その際、高潮については、
QRコードの動画を生徒に見せる。

min
20導入

導入の「Q」の問い「どのような場所でどのよ
うな気象災害が起きやすいのだろうか。」に
ついて考えさせる。p.50-51などの地形のペ
ージや図 2をもとにして、自身の考えをまと
めさせ、グループで意見交換をさせる。
学習課題を確認し、気象災害の種類と発生しや
すい場所の特徴について学ぶことを予告する。

min
10

▲ p.204図 3

▼ p.202-203
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外水氾濫と内水氾濫とを比
較する写真を掲載すること
で、実際の状況をイメージし
ながら学ぶことができます。

4

都市において水害の危険性
が高まっている背景を、本文
で丁寧に記述しています。

5

まとめ
「確認」の問いに取り組ませる。解答を確認し、「説明」の
問いに取り組ませ、見通し・振り返りシートに記入させ
る。教員は、気象災害の種類や学校の周辺で発生しや
すい気象災害についてまとめる。
最後に次回は、気象災害とその対策について学習する
ことを予告する。

min
5展開2

地図帳を使って、気象災害が発生しやすい地域の特徴と
その事例を生徒に確認させる。
次にウェブサイトのハザードマップを使って、学校や生徒
の自宅の周辺といった身近な地域で発生する危険性が高
い気象災害を確認させる。その際、ウェブサイトで地形分
類図と2画面表示で比較させるなど、地形と気象災害との
関わりを考察しやすいように誘導する。

min
15

●「防災」単元では、地震・津波災害や火山災害、気象災害を主に扱っています。それぞれ、災害
が発生するメカニズムや発生しやすい場所、防災に向けた各地の取り組み、防災に関する地図
の読み取りまで総合的に取り上げています。この見開きでは、気象災害が発生しやすい場所に
ついて学習します。
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実践的な地理的技能が身につく
地図やGISの活用方法を段階的に学べる展

特色
④

●地図やGISの基本的な使い方から、GISを利用した地
域分析までを、段階的に学べるようにしています。
●特設「SKILL」では、地形図や写真の読み取りなどを
扱っており、実践的な地理的技能が身につきます。
●「地図とGIS」単元だけでなく、防災や地域調査など
教科書全体を通して、地図やGISの知識・技能を養え
るように工夫しています。

地理院地図の特色や機能、基本的な
使い方などを段階的に解説していま
す。実際に操作しながら解説してい
る動画も用意しています。

1

▼ p.22-23 ▶ p.24-25
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「地図とGIS」
開

「アクセスWebGIS」では、
人口や地価、交通網など最
大20種類のレイヤーを重ね
合わせて、テーマパークの
建設に最適な立地を考察す
ることができます。

4

簡単な操作でGISを利用し
た学習ができるQRコンテ
ンツ「アクセスWebGIS」
と連動しています。

3

高校生が興味をもちやすい
題材にしています。

2

●特設「SKILL」のテーマ一覧（全 20テーマ）

ページ テーマ

p.9 時差の計算

p.14 地形図の利用－地図記号－

p.15 地形図の利用－縮尺と等高線－

p.18 等値線図のつくり方

p.19 階級区分図のつくり方

p.22-23 地理院地図の利用

p.26 身近なWebGISの利用

p.56 地形図の利用－小地形と土地利用－

p.57 空中写真の利用

p.64 雨温図・ハイサーグラフの見方

ページ テーマ

p.65 写真の読み取り方－気候－

p.74-75 写真の読み取り方－生活文化－

p.134 地図によるまとめ方

p.195 ハザードマップの見方

p.201 火山地形の読み取り方

p.207 水害と地形の関わりの読み取り方

p.216 マイ・タイムラインの作成

p.222-223 GISを利用した地域課題の発見

p.225 年代が異なる地形図の読み取り方

p.227 ポスターセッションの方法
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授業
展開例

1部 2章 2節 グローバル化する世界
3．さまざまな交通網の発達

授業　
展開例「地図とGIS」単元

図 1では、時間距離の変化
を地図で可視化しており、生
徒が交通網の発展を具体的
にイメージできます。

1

陸上交通、海上交通、航空交
通に分けて、本文を分かりや
すく整理しています。

2

　
導入
導入の「Q」の問い「なぜ、東京からの鉄道による時間距
離は短縮したのだろうか。」について考えさせる。その
際、図 1の2つの地図や、図 2を比較しながら、時間距
離が短縮された地域の特徴も併せて考察させる。自身
の考えをまとめさせ、グループで意見交換をさせる。
学習課題を確認し、交通網の発達について学ぶことを
予告する。

展開1
「交通網の発達によって、生活や産業にど
のような変化が生じたのだろうか。」と問
いかけ、生徒の意見を黒板にまとめる。
鉄道や自動車などの陸上交通の発達と
その影響を解説する。その際、車社会化
により、商業施設が郊外化した例など、写
真3を用いて説明する。

min
10

min
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▼ p.36-37

特
色
①

全
体
構
成

特
色
③

特
色
②

コ
ン
テ
ン
ツ

関
連
教
材

特
色
④

見
開
き
構
成

35

図 4、写真 5では、ヨーロッ
パの内陸水運が発達してい
る様子を学ぶことができま
す。ヨーロッパでは河川や
運河沿いに工業地帯がみら
れるなど、日本との違いを
考察できます。

3

図 6、図 7のように、グラフ
と「読み解き」の問いが充
実しており、地理学習に必
要な思考力が養えます。

4

展開2
図 6や図 7をもとに日本の交通網
の特徴について、生徒に考察させ
る。その後、教員は自動車、鉄道、
船舶、航空機のそれぞれの特徴
を、速さや費用などの面から整理
しながら、日本の交通網の特徴を
解説する。

展開3
国際河川や運河を利用
した内陸水運がヨーロ
ッパで発達していること
や、ハブ空港が貿易や
観光の拠点として、重要
な役割を果たしている
ことを解説する。

まとめ
「確認」の問いに取り組ませる。解答を
確認し、「説明」の問いに取り組ませ、見
通し・振り返りシートに記入させる。教
員は、交通網の発達が産業や生活に与
えた影響についてまとめる。
最後に次回は、通信網について学習す
ることを予告する。

min
5

min
15

min
5

●地図とGISの役割と種類を学んだ後に、地域的な枠組み、貿易、交通網、通信網、観光の視点
で現代世界の結びつきを地図からとらえられるようにしています。この見開きでは、交通網の
発達を陸上交通、海上交通、航空交通に分類して学習します。
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教科書内容の理解を助ける
充実のQRコンテンツ

QR
コンテンツ

アクセスWebGIS

WebGISコンテンツを12テーマ収録し（2テーマ新設）、さまざまな単元でGISを活用した授業ができます。各テ
ーマに対応したワークシートも収録しています。

地形や気候、自然災害発
生のしくみ、地理院地図
の使い方などを解説した
動画を収録しています。

▲アクセスWebGISのテーマ一覧
 （全12テーマ）

テーマ

1 GISを使ってみよう1
（デジタルの地図と地球儀）

2 GISを使ってみよう2
（地理情報システムの活用）

3 GISを使ってみよう3
（さまざまな統計データ）

4 植民地支配の影響が残るアフリカの産業

5 世界の食卓に影響を与える農業
（アメリカ合衆国）

6 産業の発展を支えてきた移民の力
（アメリカ合衆国）

7 EU統合による工業や社会への影響
（ヨーロッパ）

8 地球的課題を考える
9 自然災害と自然環境の関係
10 火山地形の読み取り方

11 河川地形とさまざまな気象災害1
（扇状地）

12 河川地形とさまざまな気象災害2
（河岸段丘と氾濫原）

NEW
NEW

全12点

動画 全20点

ボタンをタップする
だけで、地図を切り
替えられます。

スマートフォンからも
閲覧可能

▼QRコンテンツ　トップページ
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教科書の各所に配置しているQRコードを読み取ることで、学習内容
の理解を深めるさまざまなコンテンツをご利用いただけます。
※QRコードを読み取り、表示されたウェブサイトにアクセスした際には、通信料がかかる場合があります

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です https://tks46.jp/08hs/geo1

思考ツール・白地図
白地図全93点思考ツール全11種

思考ツールの解説動画とワークシート、世界と日本
の白地図を収録しています。

外部リンク

地理院地図やRESASなど主体的な学習に最適な
外部リンクを掲載しています。

全19点

NHK ONE for School

NHK ONE for School の動画のなかから学習 
に関連のあるものを厳選し、リンクを掲載してい 
ます。

全104点

地域分析Web

日本のさまざまな統計を3次元グラフで可視化でき
るWebGISを収録しています。

全85テーマ

一問一答

重要用語とその意味を確認できます。ブックマーク
機能で間違えた問題だけピックアップし、繰り返し
取り組むことができます。

全400問 用語解説

教科書に掲載している重要用語などの定義や意味
を確認できます。検索機能もあり、調べたい用語を
すぐに確認できます。

全637語

統計資料

世界や日本の統計を掲載しています。円グラフや統
計地図で表現することができます。

全161項目

世界74項目

日本87項目

見通し・振り返りシート
特設ワークシート

授業で活用できる見通し・振り返りシートや、特設
ページに対応したワークシートです。

見通し・振り返りシート31点 特設ワークシート7点
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関連
教材

①指導用教科書 ●�教科書紙面の縮刷版を中心に置き、その周りに本文や図版の解説や発問例などを
掲載しています。

②指導書Webサポート

●�授業をサポートするコンテンツを多数収録しています。
●�帝国書院のウェブ会員ページよりお使いいただけます。

■ 教科書紙面ビューア
■ 授業スライド（.pptx/Googleスライド）
■ 授業プリント（.docx）
■ 見通し・振り返りシート〈生徒用・教師用〉（.docx/Googleスプレッドシート）
■ 特設ワークシート（.docx）
■ 教科書本文（.txt）
■ 教科書掲載図版〈カラー・モノクロ〉（.jpg）
■ レイヤー分けした主題図（.html）
■ 映像資料 ※図版アニメーションを含む
■ 年間指導計画案・評価規準例（.xlsx）
■ 学習課題・確認・説明・TRYの解答例（.txt）
■ 評価問題例（テスト例）（.docx）
■ 一問一答のデータ（.xlsx）
■ 用語解説のデータ（.xlsx）
■ 「アクセスWebGIS」ワークシート（.pdf）
■ 白地図集（.jpg）
■ 教科書QRコンテンツへのリンク
■ �GIS主題図クリエーター（体験版）へのリンク（クーポンを登録してから半年間利用可能）

③�指導用教科書・指導書
Webサポートの使い方 ●指導用教科書の使い方と、指導書Webサポートのコンテンツを紹介しています。

定価：28,600円（本体26,000円+税）

▶�教科書紙面の縮刷版を中心に置き、その
周りに本文や図版の解説や板書例（要
点整理）、「Q」「学習課題」「確認」「説
明」の解答例などを掲載しています。

指導資料Webサポートコンテンツ付

指導資料・関連教材の
※内容は一部変更になる可能性があります

1鉄道の発達による時間距離の変化／2日本の鉄道網
解説 　日本では 1960 年代以降、地域の均等な発展を目指す
全国総合開発計画によって新幹線や高速道路などの交通インフ
ラの整備が進められ、都市間の移動に要する時間は大幅に短縮
した。図1において、1964 年よりも 2022 年の地図のほうが小
さく表現されているのは、東京から各都市への時間距離が大幅
に短くなったためである。

本文「車社会化（モータリゼーション）」
解説 　自動車が広く普及して、生活必需品となる現象を車社
会化（モータリゼーション）という。アメリカ合衆国では、20
世紀初めに乗用車の大量生産方式が発明され、都市間の高速道
路網や生活道路が整備されたことで、世界に先駆けて車社会化
が進んだ。それに伴って住宅の郊外化が進み、郊外の幹線道路
沿いやインターチェンジ付近には、大型商業施設や物流施設な
どが立地した。近年は、オレゴン州のポートランドのように、
郊外化を抑制し、移動手段を自家用車から公共交通へ転換する
動きが各地でみられる。

4ヨーロッパの内陸水路交通
読み解き 　（解答例）図4参照。
解説 　ヨーロッパは地形が低平で河川の水量も安定している
ため、内陸水路交通が発展している。ライン川やドナウ川な
ど、条約によって航行の自由が認められている国際河川を中心
に、それらを結ぶ大小さまざまな運河のネットワークが整備さ
れ、船舶による貨物輸送に利用されている。オランダやドイツ
の工業地帯では河港が整備され、内陸水路を経由して原料や

製品の輸出入が行われている。

6主な国の国内輸送の内訳
読み解き 　（解答例）旅客輸送では、各国とも自動車の割合が
高いが、日本は鉄道、アメリカ合衆国は航空の割合が比較的高
い。貨物輸送では、各国とも自動車の割合が高いが、日本は船
舶、アメリカ合衆国は鉄道の割合が比較的高い。
解説 　日本は旅客輸送における鉄道の割合が大きいが、これ
は人口密度の高い大都市圏で鉄道網が発達し、通勤や通学に利
用されていることや、東京と仙台間や東京と大阪間などの中距
離移動において、新幹線の利用が多いことを反映している。貨
物輸送では、石油製品や工業原料、食料品などを大量に運ぶ船
舶の割合が大きい。道路網が発達したアメリカ合衆国では、旅
客輸送は自動車に大きく依存しているが、国土が広いために航
空輸送の割合も大きい。一方、それぞれの国土面積が小さい
ヨーロッパ諸国では、国内の旅客輸送で航空の割合が極めて小
さいことが特徴的である。貨物輸送では、鉄道が一定の割合を
占めているほか、内陸水路が発達するドイツなどでは、船舶の
割合も大きくなっている。

本文「ハブ空港」
解説 　ハブ空港には、自転車の車輪から軸（ハブ）に向かって
スポークが集まるように周辺の各地からの航空路線が集中し、
乗客や貨物を目的地に中継している。利用者にとっては、近く
の空港から目的地へ直行する便が多くあれば便利だが、航空会
社にとっては、ハブ空港で乗り継いで目的地へ行ってもらうほ
うが、航空路線のネットワークが簡素で効率的になる。特に航
空交通の旅客者数が伸びた 1970 年代以降は、輸送の効率化を
図るため、旅客や貨物をハブ空港に集中させ、そこから各地の
空港へ分散させる輸送方式への切り替えが進んだ。近年は、ア
ジアの国々でハブ空港の物流機能が大幅に強化されているた
め、日本の空港でも滑走路の新設や物流施設の整備を進め、ア
ジアにおけるハブ空港としての役割を高めようとしている。

1 部 2 章 2 節　グローバル化する世界

3　さまざまな交通網の発達

導入
（1）導入の活用
　図1・2をもとに、日本で時間距離が短縮した理由を考えさせる。
展開
（2）陸上交通の特徴と、その発達が社会にもたらす影響を考えさせる
発問例 陸上交通にはどのような長所と短所があるのだろうか。
　自動車や鉄道による輸送の特徴を、ほかの交通手段と比べさせて考え
させる。その際には、輸送量にも着目させる。そのうえで、車社会化
（モータリゼーション）が、都市の面的な拡大や商業施設の郊外化などを
もたらしたことを理解させる。
（3）海上交通が盛んに行われている国や地域の特徴を考えさせる
発問例 日本やドイツで船舶の割合が比較的高いのはなぜだろうか。
　船舶による輸送の特徴を、ほかの交通手段と比べさせて考えさせる。
その際には、速度や積載量にも着目させる。また、図4や写真5をもと
に、日本やドイツで水運が盛んに行われている理由を、地理的特徴や国
際河川、運河に着目させて考えさせる。
（4）主要国における旅客輸送と貨物輸送の割合を考えさせる
　図6をもとに、各国で割合が異なる理由を考えさせる。
（5）航空交通の特徴とハブ空港の重要性が高まっている理由を理解させる
　航空交通で輸送される品目やその単価、ハブ空港が生む経済効果を理
解させる。
まとめ
（6）本時の振り返り
　学習課題に対する解答を考えさせ、クラス全体で共有させる。

授業の流れ
■縮小する日本と世界
　新幹線や高速道路網の発達、航空交通の発達→時間距離が縮小
■陸上交通の発達と都市の拡大
・陸上交通…近い距離を頻繁に結ぶ、航空交通より輸送量は多い
　鉄道…各国で高密度な鉄道網が整備→経済発展の基盤となる
　　　　日本では旅客輸送の重要な手段
　自動車…車社会化（モータリゼーション）の進展
　　　　　→鉄道路線沿いに形成されていた都市が面的に拡大
　　　　　　→自家用車の普及
　　　　　　　→商業施設などが郊外化
■貿易を支える海上交通
・海上交通…速度は遅いが安く大量に輸送できる、世界の貿易拡大に貢献
　コンテナ船…一般的な商品を輸送、タンカー…原油などの液体を輸送、
　ばら積み貨物船…鉱産資源や穀物を輸送
　ヨーロッパ…運河が発達→ライン川やドナウ川などの国際河川を結ぶ
　　　　　　　　　　　　→内陸部の輸送も支える
■世界を結ぶ航空交通
・航空交通…短時間で輸送できるが、費用が高い
　　　　　　→�軽くて単価の高い工業製品、鮮度が重視されるものの輸送に適

する　（例）電子部品、精密機械、食料品、花卉など
・ハブ空港…�世界からの航空路線が集中する空港、旅客や貨物を目的に中継す

る機能→大きな経済効果を生み出す
　　　　　　（例）ヒースロー空港（イギリス・ロンドン郊外）
・格安航空会社（LCC）の普及→旅客数が増加

要点整理（板書例）

〈考えるポイント〉
・�各種交通が発達した理由を、車社会化（モータリゼーション）や内陸水
路、格安航空会社（LCC）などに関連づけて考える。

〈解答例〉
　産業革命以降、各国では高密度の鉄道網が整備され、20 世紀半ばから
は車社会化が進展した。日本でも新幹線や高速道路網が整備され、時間距
離が大きく短縮した。ヨーロッパでは国際河川や運河を利用した内陸水路
交通が発達するなど、海上交通は世界の貿易を支えている。また、格安航
空会社の登場などによって、世界的な人や物の移動が活発になり、ハブ空
港の重要性が高まっている。
〈評価ポイント〉
・�陸上交通が発達した理由を、鉄道網の整備や車社会化などに関連づけて
説明できているか。
・�海上交通が発達した理由を、内陸水路交通などに関連づけて説明できて
いるか。
・�航空交通が発達した理由を、格安航空会社などに関連づけて説明できて
いるか。

学習課題：私たちの生活を支える交通網は、どのように発達してきたの
だろうか。

　新幹線の路線が全国に拡大するとともに、車両の改良によって最高速度
が向上したから。また、列車の運行管理システムが進化したから。

　海上交通は、安く大量に運ぶことに適しているため、原油や鉱産資源、
穀物などが輸送されている。一方、航空交通は、短時間で輸送できるが費
用も高くなるため、比較的軽くて単価の高い半導体や鮮度が重視される食
料品などが輸送されている。

　出発地と目的地を直接結ぶことができる自動車の普及によって、それま
で鉄道路線沿いに形成されていた都市は面的に広がった。その結果、アメ
リカ合衆国のように商業施設などの郊外化が進んだ。

〈ポイント〉
・�新 p.204 ⑦、標 p.151 🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰🄰
面積の広い国で航空路線が発達していることや、ドバイやシンガポー
ル、ロンドンなどがハブ空港として機能していることを確認させる。

〈そのほかの活用〉
・�新 p.55～56、標 p.55～56 で、ライン川やセーヌ川の流路をなぞらせ、
船舶の可航上限となる都市を確認させる。

Q（解答例）

確認（解答例）

説明（解答例）

地図帳活用

↗

↘
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▶教科書本文ページ1見開きにつき、10～20枚のスライドを収録しています。加工してお使いいただけます。
▶PowerPointとGoogleスライドの2形式を収録しています。

▶�授業スライドに対応したプリントを収録してい
ます。加工してお使いいただけます。

▶�教科書紙面を先生方の端末でご覧いただける�
ビューアです。※ダウンロードはできません

ご指導を支援する教科書関連教材が充実しています

ご案内

副教材

教科書に完全準拠したノートです。
基本的な穴埋め、作業問題のほかに
大学入試を見据えた発展問題も掲載
しています。

地理の基礎・基本から大学入試対策
まで網羅した資料集です。

地理総合に最適でビジュアルな地誌
資料集です。

ワンポイント解説のある統計資料で
す。世界・日本の全地域の統計データ
を地図化できる「統計見えマップ」を
搭載しています。

高等学校 新地理総合ノート 新詳地理資料
COMPLETE

図説地理資料
世界の諸地域NOW

地理統計Plus
-Web GIS付き-

高等学校　新地理総合［地総046‒901］　準拠

ノート
高等学校

新地理総合新地理総合



特色一覧

著作関係者 ※所属・肩書きは令和8（2026）年3月時点のもの

項　目 特　色

総合的な特色
・�豊富な写真や図表と因果関係がわかる本文を通して、地理的な見方・考え方を働かせた学習ができるようになっている。
・最新の具体事例を数多く扱うことで興味・関心を高め、理解を深める工夫がなされている。
・世界各地の生活文化の特色や現代世界が抱える諸課題を学ぶことで異文化理解につながる教科書になっている。

内容

・�1部1章「地図と地理情報システム」では、地図やGISの活用といった基礎的・基本的な地理的技能を段階的に習得でき
るよう、特設「SKILL」が数多く設けられている。

・�1部2章「結びつきを深める現代世界」では、他地域との結びつきや地域的な枠組みについて、知識と教養を幅広く身に
つけられるよう、多様な地図からの読み取りをもとに学習できるようになっている。

・�2部1章「生活文化の多様性と国際理解」では、世界各地の生活文化が生まれた背景やその変容を深く学べるよう、世界
の主要な10の国と地域で「選択事例」が設けられている。また、学習効果の高い写真・図版が数多く扱われており、生
徒の興味・関心を高める工夫がなされている。

・�2部2章「地球的課題と国際協力」では、持続可能な社会の形成に参画する態度を養うことができるよう、発展途上国・
先進国・日本など立場や環境の異なる複数の具体事例が掲載されている。

・�3部1章「自然環境と防災」では、災害発生時に生徒自身がとるべき行動を主体的に考えることができるよう、災害発生
のメカニズムから具体事例による対策まで総合的に取り上げられている。

・�3部2章「生活圏の調査と地域の展望」では、みずから発見した疑問や課題を多面的・多角的な視野から考察する態度を養
うことができるよう、調査テーマの設定方法や現地調査の手順、発表方法が具体的なレポートとともに提示されている。

構成・分量

・学習指導要領に合わせて、重要事項を適切かつ丁寧に解説されている。
・原則、1見開き1時限を想定した構成であり、分量が適量で学習計画を立てやすくなっている。
・�単元を貫く問い「節の主題」と、単元を振り返る「節の振り返り」が設置されており、見通し・振り返りができるよう
になっている。

・�見開きごとに学習を見通す「学習課題」、学習を振り返る「確認」「説明」が設置されており、効果的に学習できる流れ
になっている。

・�特設「アクティブ」が7テーマ設けられており、地理的な課題に向き合い、解決に向けて探究する力を養えるようになっている。

表記・表現
および

使用上の便宜

・�人々の生活がいきいきと伝わる写真や、地図・グラフなどの資料が豊富に設けられており、視覚的に理解できるように
なっている。

・地理的事象の背景や因果関係までわかる、丁寧で分かりやすい本文になっている。
・中学校で学ぶ漢字の読みへのふりがなや重要語句へのゴシック（太字）が効果的につけられている。
・本文内容を補足する用語解説が数多く設置されており、理解を助ける工夫がなされている。
・�導入資料の問い「Q」や、写真や図表を読み解く問い「読み解き」が設置されており、地理的な見方・考え方を働かせら
れるようになっている。

・関連する資料の図番号や、参照ページが本文やその行間に付されており、学びやすい工夫がなされている。
・グラフなどの統計資料は、新しいデータが使用されている。
・�「地図帳活用」が56か所見開きの右下に設置されており、地理的な見方・考え方を働かせた深い学びにつながるように
なっている。

・�「中学校との関連」が各見開きの左下に設置されており、中学校の学習内容を踏まえて学習できるようになっている。

ユニバーサル
デザインへの対応

・�本文や側注、キャプションなどの文字には、見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォント（UDフォント）
が使用され、誤読を防ぐ配慮がなされている。

・カラーユニバーサルデザインを採用し、色覚特性のある学習者にも読み取りやすい表現になっている。

その他
・紙は環境に配慮し、かつ鮮明に発色し、裏写りがしない用紙が使用されている。
・インキには、再生産が可能な植物由来の油などを原料とするインキが使用されている。
・使用期間の間、破損することがないよう、堅牢なつくりになっている。
・指導資料や準拠ノートをはじめ、充実した関連教材が用意されている。

下記の表は、右のQRコードからダウンロードできます

著作者
新井　祥穂	 （東京農工大学教授）
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